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厚生常任委員会事件審査報告書 

 

 本委員会は、請願者から意見を聴取した上で、慎重に付託事件の審査を行った結果、

平成３０年１２月１３日の会議において下記のとおり決定したので、枚方市議会会議

規則第１０３条及び第１３７条第１項の規定により報告します。 

 

記 

 

事件番号 事    件    名 審査結果 

請 願 第 ８ 号 
「高齢者外出支援を公共交通利用の助成制度の創

設により行うこと」を求める請願 

不 採 択 と 

すべきもの 
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委員長報告参考資料 

 

 

１．主な質疑項目  

・高齢者が安心して暮らせるまちづくりについて 

・高齢者外出支援策に対する国の補助メニューについて 

・高齢者の移動手段の確保に関する検討会の中間とりまとめに対する認識について 

・高齢者の移動手段の確保を盛り込んだ枚方市総合交通計画に対する認識について 

・公共交通を利用した高齢者外出支援事業の必要性について 

・高齢者外出支援事業の経過について 

・高齢者外出支援事業の利用者数について 

・高齢者外出支援事業の利用率について 

・高齢者外出支援事業の効果検証について 

・従来の高齢者外出支援事業の終了による影響について 

・交通系ＩＣカード購入等助成事業の課題について 

・交通系ＩＣカード購入等助成事業の対象者及び助成額の拡大について 

・交通系ＩＣカード購入等助成事業の利用者に対するアンケートについて 

・交通系ＩＣカードを活用した高齢者外出支援事業に関する検討内容について 

・新たな高齢者外出支援事業に関する検討内容について 

・高齢者の移動手段を保障する従来の高齢者外出支援事業と新たな高齢者外出支援

事業の違いについて 

・新たな高齢者外出支援事業における健康面に不安のある高齢者の移動手段の確保

策について 

・新たな高齢者外出支援事業における責任の所在について 

・高齢者外出支援策としての高齢者居場所づくり事業について 

 

２．討論要旨 

［中武貞勝委員］ 

  本委員会における請願第８号 「高齢者外出支援を公共交通利用の助成制度の創

設により行うこと」を求める請願の採決に当たり、反対の立場から討論いたします。 

  今般、市から示された平成３１年度以降の高齢者外出支援策は、身近な地域での

健康づくりや介護予防の推進、充実とあわせて、長寿社会部が設定した事業の参加

者にポイントを付与することで外出のためのインセンティブとし、これまでの制度

を利用してこられなかった方も含めて、外出するきっかけや後押しとなるものです。

さらに、たまった高齢者専用ポイントを使うために外出していただくなど、継続的

な外出をすることで高齢者外出支援策の目的である介護予防の推進と健康寿命の延
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伸につなげることを目指していくとしています。 

  これに対し、請願第８号は、介護予防の観点から高齢者の外出支援を公共交通利

用の助成制度を創設することにより行うことを要望されているものですが、今般、

市から示された施策においては、従来よりも対象者を拡大した上で、交通環境や経

済状況に左右されることなく外出のインセンティブとなるように、高齢者専用ポイ

ントを付与するものです。 

このポイントは、お出かけ推進チケットやひらかたポイントに交換することがで

き、お出かけ推進チケットは公共施設使用料に、ひらかたポイントは協力店舗での

買い物のほか京阪バスのポイントとしても利用することが可能となっているなど、

今般示された内容は、より多くの方にとって継続的かつ多様な目的での外出につな

がることが期待でき、外出支援策として有効なものであると考えます。 

  以上のことから、請願第８号については採択すべきではないと申し上げます。 

なお、平成３１年４月からの高齢者外出支援策は、高齢者専用ポイント付与対象

事業やお出かけ推進チケットの活用先を追加していくなど、外出の継続性において

さらなる広がりが期待できる施策だと思いますので、事業の進捗をしっかりと評価、

検証しながら進めていただくことを求めまして、本請願の採決に当たっての反対討

論といたします。 

 

［堤 幸子委員］ 

  本日、審査のありました「高齢者外出支援を公共交通利用の助成制度の創設によ

り行うこと」を求める請願に対しまして、日本共産党議員団を代表し、討論させて

いただきます。 

  本請願は、高齢者の外出を支援するために公共交通の運賃補助をと願い、提出さ

れました。 

枚方市は、２００３年から行ってきた運賃補助を、２年間の経過措置後、今年度

で廃止します。これまでの制度は、２０００年に高齢者の外出を支援するシルバー

パスの実現を求め２万１,０００筆を超える要望署名が提出され、２００３年から実

施されてきたものです。 

  現在、市駅前の再開発など大型開発のための予算確保として行政改革が進められ、

駐車場の有料化が行われました。さらに、図書館分室の廃止などの方針が示されて

います。市民からの要望には全く応えていないのが現状です。 

２００３年当時、制度が創設されたときも、枚方市は、市税収入の落ち込みなど

で厳しい財政運営が求められ、行政改革を進めていました。２００２年には、老人

入院見舞金の廃止も行われています。そうした中にあっても、市民要望の強かった

高齢者バスカード事業は実施されたわけです。 

この制度は、年齢制限や所得制限がある中でも大変喜ばれてきました。駅前に買
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い物に行く、少し遠くに住む友人と会う、娘や孫と待ち合わせをしておいしいもの

を食べに行くなど、経済的な支援となるだけでなく、身体的にも精神的にもよい結

果が生まれます。 

  高槻市では、効果検証を行い、介護予防や経済効果があるとして６億円という財

源を必要とする無料敬老パスの制度を継続しています。枚方市では、利用対象者へ

のアンケートを行ったのみで、対象外の方の御意見は聞いていません。事業廃止の

ための検証としては不十分だと言えます。 

  枚方市が来年４月から開始予定の高齢者お出かけ推進事業は、近くにポイントを

ためられる場所がない場合、バス代などが必要になること、行く目的が市の介護予

防事業などに限定されていることなど、高齢者の自由に外出する権利を保障するも

のではありません。 

  事業の実施から１５年が経過し、高齢化がますます深刻になる中、医療費の削減

や介護予防の観点でも、健康寿命を延ばすための取り組みが自治体に求められてい

ます。そのため、多くの自治体で、高齢者が自由に外出できることを保障し、経済

的理由で外出を諦めることを少しでも減らすために、交通運賃を補助し、支援をし

ています。 

  枚方市でも高齢者への公共交通利用の運賃助成制度の創設を行うべきで、本請願

には賛成と申し上げ、討論を終わります。 

 

［八尾善之委員］ 

  請願第８号 「高齢者外出支援を公共交通利用の助成制度の創設により行うこ

と」を求める請願について、賛成の立場で討論いたします。 

この高齢者外出支援策につきましては、私自身が平成２５年３月に行われました

予算特別委員会から取り組んでおります、それこそ重要案件であります。 

私は、議員になるまでの間、公共交通機関に従事しておりまして、そのときに、

この制度を利用されている市民の方からいろいろなお話をお聞きしておりました。

その御利用者の貴重なお声を市政に少しでも反映させたいと考え、機会あるごとに

市に対して質問し続けてまいりましたが、施策拡充などがされないまま、ここへ来

て、これまで一度も外出支援策として言われていなかった居場所づくり事業が、平

成３０年１１月２６日に行われました厚生委員協議会で、急に平成３１年度以降の

高齢者の外出支援策（案）として報告されました。 

この居場所づくりの施策は、これまでも、介護予防、健康寿命延伸と位置づけら

れ、精力的に取り組んでおられたと思います。それを、これから新しく行われるひ

らかたポイント事業との連携のほか、（仮称）高齢者お出かけ推進手帳を活用して、

これまでよりプレミアムを拡充して参加を促し、ひいては、それを、出かける意欲

へと無理からねじ曲げて、正当な外出支援策であるかのように示されています。 
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しかしながら、最初の高齢者外出支援カード配付事業は、経済的な状況により外

出を控える高齢者に対し、バスカードの購入費の一部を枚方市とバス事業者が負担

することで外出を支援し、要介護状態となることなく、いつまでも元気で過ごして

いただくための取り組みとして、平成１５年度から実施されております。そして、

平成２２年度には、バスカードの割引購入券４枚のうち１枚を、バスカードか、京

阪電車にも利用できるスルッとＫＡＮＳＡＩ Ｋカードか、どちらかを選択して購

入できる共通券とするとともに、それまで前期２枚、後期２枚と分かれていた購入

期間を通年とするなど、より効果的な外出支援の取り組みとなるよう工夫してこら

れたわけです。 

すなわち、御自宅から外出するための移動手段について、公共交通機関を利用す

る際の運賃助成を行う施策のはずであります。それを、移動手段についての施策か

ら、さまざまな場所で行っている講習会などに参加してもらう、いわゆる居場所づ

くりが外出支援と言われても、もともとの原点からして余りにも違い過ぎます。 

それに、磁気カードが廃止になると申し上げたのは平成２６年１０月です。それ

以降の検討についても、マイナス部分だけをクローズアップされて、プラスの部分

を見ようとしないようにも感じていました。また、国のほうでも、平成２９年６月

に高齢者の移動手段の確保に関する検討会の中間とりまとめの中に、高齢者の公共

交通機関利用促進策に対する地方公共団体の助成の働きかけについて記載されてい

ます。 

そういったことを踏まえ、高齢者外出支援策に必要な費用に対する国からの補助

メニューについて調査されたのかも不透明であります。堺市や富山市のように、Ｉ

Ｃカードを独自に作成し、現状、各交通事業者が運用しているシステムに組み込ん

で、ＩＣカードを活用した高齢者の外出支援策を行っている自治体が現実にあるわ

けです。 

何よりも、私自身、最大の問題と感じていますのが、経過措置の２年間を有効に

活用して検討がなされていなかったことであります。 

というのは、当初の高齢者外出支援カード配付事業では、年間４枚の交通系磁気

カードが購入可能で、全て購入すると、利用者は８,０００円の支出で最高１万３,

２００円の利用ができることになり、５,２００円のプレミアムがついていました。

それを、ＩＣカードでの経過措置では、５分の１以下の１,０００円としてスタート

したわけです。そのとき、同時にアンケート調査も行われて、そのアンケート結果

では、たとえプレミアム金額が以前の５分の１以下の１,０００円になっても、５３.

１％の方が社会参加や介護予防のための支援として望んでおられたわけです。 

そのときに、以前と同等とまではいかないまでも、支援策の拡充、いわゆるプレ

ミアムを引き上げて、今までと同じような金額での利用実態調査をして検討を行わ

なかったことについては、甚だ疑問でなりません。これは、まさしく行政提案あり
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きで、本来しっかりとすべき多角的な検討が行われていない、紛れもない証拠であ

ります。 

そして、これからますます超高齢社会が急速に進展していきます。それに、高齢

者の運転免許証の自主返納は、この先、恐らく増加してくることも容易に推察でき

るところです。それに加え、今年度には、高齢者の外出支援なども含んだ枚方市総

合交通計画が策定されるわけです。これは、移動手段について、これから市の取り

組みを考える大きな指針となるものです。今、長寿社会部が行おうとしている、公

共交通機関を利用した外出支援策を廃止することは、この枚方市総合交通計画に逆

行する施策であると申し上げます。 

このこと自体、いつも言われている全庁一丸だの、各部署間の横断的連携だのと

いうことがどこにあるのか、全く理解できません。これから先、目的地までの移動

手段は誰がどのようにつくり上げていくのかも、これでますますわからなくなりま

した。市は、移動手段について、もっと真剣に考えるべきであります。 

以上述べましたとおり、最初の高齢者外出支援策とは全く趣旨が異なる施策では

なく、本来の高齢者の外出支援策である「高齢者外出支援を公共交通利用の助成制

度の創設により行うこと」を強く求め、賛成の討論といたします。 

 

 


